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過ごしやすい季節になりました。法学部だより第 49 号をお届けします。 
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------------------------------------------------------------------------------------------- 
 ○ ハンブルク便り ～アルスター湖を吹く風～（第 1 回） 
------------------------------------------------------------------------------------------- 
「自由ハンザ都市ハンブルク」 
 
 約 8 年ぶりにハンブルクにやってきました。ハンブルクは日本ではあまり知られていませんが、ドイツ第 2 の

都市、ベルリンに次ぐ大都市です。とはいえ、ハンブルク市内には、有名な市庁舎やアルスター湖を抱える地域

のほかに、かつての港町の風情を残すアルトナ地区や高級住宅地で知られるブランケネーゼなど、街の姿が異な

る複数の地区があり、それぞれが独立性が高いためか、大都会というイメージよりも、生活するには頃合いの街

という感じがします。ハンブルクの正式名称は「自由ハンザ都市ハンブルク（Freie und Hansestadt Hamburg）」。
かつての神聖ローマ帝国から独立が認められたハンザ都市の伝統を持っています。この伝統は、今も一つの市単

独で州と同じ地位を持つ特別市と認められており、その象徴が巨大な市庁舎（ラートハウス）です。また、ハン

ブルクの人々にはそうした独立不羈の気質が今も脈々と残っている気がします。 
 これから、5 か月間ほど、マックス・プランク研究所にほど近いアルスター湖を吹く風を感じながら、最近の

ドイツやＥＵの様子などを皆さんに届けたいと思います。 
 因みに、今回フランクフルトからハンブルクまでの特急列車から見たゲッティンゲンの駅名は「学術創造都市

ゲッティンゲン」となっていました。まさに大学都市ゲッティンゲンにふさわしい駅名だと思いました。 
 
法学部教授 佐野 寛 
 
------------------------------------------------------------ 
 ○ 卒業生からのメッセージ（第 23 回） 
------------------------------------------------------------- 
法学部で学んで 
 
 大学に入学してから早くも 4 年の月日が流れ私も先日卒業の日を迎えることとなりました。私は法学部ではな

くマッチングプログラムコースに入学しましたが、法律に関心を持ち、法律を学ぶことを選択しました。大学は

自由な選択ができる場であるとともにその選択に対し自己責任が求められる場でもあると思います。特に法学部

では必修科目がなく、好きな科目を履修することができ、自らカリキュラムを組み、学習をしていく学部です。

「法律というものは私たちの生活の中において、さまざまな場面に必要となるものであり、勉強したことが損に

なることはない。」私が１年生のときにある先生がおっしゃっていた言葉です。 
 ２年生後期から専門のゼミナールへ所属することとなりますが、そこでどんな専門分野を選んだとしても、そ

こで、法律という勉強の仕方、自分の考えを自分の言葉として表すことを学ぶことができます。また、ゼミナー

ルを通して友達の輪を広げ、先生方と交流を深めることもできます。私が卒業論文を完成させることができたの



も、ゼミナールでの先生や仲間の支えがあったと思っています。 
 私が卒業後の進路として選んだ道は、法律の専門家への道ではありませんが、民間企業であっても、法律を使

う場はあります。後輩の皆さん、またこれから大学で法律を学んでみたいと思う皆さん、どんどん自ら選択し、

自分なりの大学生活を作っていってください。 
 
MP コース（平成２３年度卒業） 岡崎 麻里菜 
     
----------------------------------------- 
 ○ 法学部からのお知らせ 
---------------------------------------- 
☆岡山大学公開講座 
http://www.okayama-u.ac.jp/tp/society/koukaikouza.html#0 
 
法学部公開講座 
「転換期の法・政治・正義」 
開催日時：6 月 30 日（土）～7 月 28 日（土）の毎週土曜日 10：00～12：00（5 回） 
受講定員：80 人（受講資格は特にありませんが、先着順に受付を行い定員になり次第締め切ります。） 
会場：岡山大学文化科学系総合研究棟 共同研究室（2 階） 
受講料：無料 
募集期間：6 月 1 日（金）～6 月 22 日（金） 
申込方法：ホームページ、郵送、持参（電話申込み不可） 
 
社会文化科学研究科講座 
「地方自治・地域分権の現在、そして課題」 
開催日時：6 月 3 日（日）～6 月 24 日（日）の毎週日曜日 13：30～15：30（4 回） 
会場：岡山大学文化科学系総合研究棟 共同研究室（2 階） 
受講定員：80 人（受講資格は特にありませんが、先着順に受付を行い定員になり次第締め切ります。） 
受講料：無料 
募集期間：5 月 7 日（月）～5 月 29 日（火） 
申込方法：ホームページ、郵送、持参（電話申込み不可） 
 
---------------------------- 
 ○ 最近の話題 
---------------------------- 
☆岡山大学法文経学部同窓会評議会が、4 月 13 日午後 6 時より、ピュアリティまきびに於いて開催されました。 
  
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 
・本メルマガは, 毎月２回程度配信しています。 
・法学部の詳細情報に関しては、HP も併せてご覧ください。 
  法学部 HP http://www.law.okayama-u.ac.jp/ 
・本メルマガには返信なさらないようにお願いします。 
・本メルマガの登録・解除は、以下の URL にてお願いします。 
  http://court.law.okayama-u.ac.jp/mail/register.html 
・ご意見・ご感想は，法学部 情報委員会 joho@law.okayama-u.ac.jp まで。 
 
 
 
 


